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２．平成２０年度の研究の特筆すべき成果

「e3-プロダクトライフサイクルマネジメント」を志向して研究を行った。メンバー各位がそれ

ぞれの分野で研究を推進し、特筆すべき成果としては、メンバーの 1 人である山田哲男氏が韓

国で開催された国際会議にてキーノートスピーチを担当し、日本におけるインバースマニュフ

ァクチャリングの特徴をまとめて講演したことが挙げられる。

３．平成２０年度の研究成果の公表実績（主催した研究会、研究成果の発信状況等）

学内にて平成 20 年 12 月 15 日に講演会を実施し、近藤伸亮氏（（独）産業技術総合研究所先

進製造プロセス研究部門エコ設計生産研究グループ）による「製品ライフサイクルのトータル

パフォーマンス設計：持続可能なものづくりをめざして」と題する講演、研究ステーションメ

ンバーによる 3 件の研究成果発表を行った。また、国際会議や国内学会等にて「e3-プロダクト

ライフサイクルマネジメントシステム」に関連した研究成果の公表を行った。

４．外部資金の獲得状況

今年度は外部資金を獲得できなかった。

５．今後の研究発展（外部への発信、外部資金獲得計画を含む）

平成 21 年度も、「e3-プロダクトライフサイクルマネジメントシステム」に関する研究を継続

して推進する。今年度も科学研究費補助金申請も認められなかったことを受け、研究をより一

層の推進できるように研究の準備も進める。
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